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１．検討スケジュール 

 

 

 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １2月 １～３月 
 

来年度以降 

            

町民の 

みなさん 

との検討 

 

 

元町連絡会にて 

町民からの 

意見募集 

（11日） 

 

 

 

第 1回 

 

検討分科会 

（9日） 

 

小学生及び 

中高生への 

アンケート 

 

第 2回 

 

検討分科会 

（5日） 

  

第 3回 

 

検討分科会 

（10日） 

 

  

第 1回 

大島町議会 

メモリアル公園

検討分科会 

（9日） 

 

 【本日】 

第４回 

 

検討分科会 

（2日） 

   

◆「どんな公園に

したいか？」

などの 

アイディア 

参加者 42名 

小学生 

（144名） 

中学生 

（181名） 

高校生 

（345名） 

合計 670名 

◆公園の計画案に 

ついての 

意見交換 

 

参加者 30名 

 ◆公園の計画案に 

ついての 

意見交換 

 

参加者 26名 

 

 これまでの検 

討分科会など

の意見を踏ま

えた公園計画

案についての 

意見交換 

 ◆計画案の確認、

公園の使い方 

などについての

検討 

   

    
   

       
 

 

手続き              

            

公園の 

計画・設計

作業 基本設計に必要な各種調査検討 

【基本設計】 

・検討分科会の意見を踏まえて計画案を修正し、 

設計作業を進めます。 

 【実施設計】 

・整備工事に向けた詳細

な設計をします。 

町民の方々のご意見、 

ご要望を踏まえながら、 

整備を進めます。 

東京都へ公園化に 

向けた手続き 

（8月 20日） 



 

 

2 

２．ご意見と計画案への反映の考えかた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

第１回検討分科会（７月９日） 

第２回検討分科会（８月 5日） 

第3回検討分科会（9月10日） 

町民等からの意見募集 

（FAX、メール等） 

（8通（島外の学生から 1通）） 

小中学生・高校生 

アンケート 

（8校､670人より回答） 

■公園の計画案への反映（緑塗り部分のご意見） 

ご意見を踏まえ、計画案を修正しました。 

 

■大島町全体で考えること、今後検討を進めること 
（黄塗り部分のご意見） 

現段階では公園内ではなく、町全体で検討していきます。 

・運営の主体が明確でないもの（飲食、物販、宿泊施設、

研究施設等の建物） 

・町内の既存施設と機能が重複しており、役割分担や既存

施設の活用等も踏まえた検討が必要なもの（展示施設、

交流・拠点施設、スポーツ施設等） 

また、公園区域や公園周辺の取扱いについても関連機関

と調整しながら、継続的に検討を行います。 

＜主なご意見＞ 

 

 

 
建築施設 

◆震災の記憶を伝える施設（建物） 

・災害の資料館、展示施設、ミュージアム 

◆交流・拠点施設 

・ビジターセンター（新町亭、古民家の移築等） 

・売店（道の駅、島の駅）、 

カフェ、レストラン、宿泊施設 

・講演会のできる集会所 

・町民会館（みんなが集う場所） 

・文化施設（図書館など） 

◆研究学習施設 

・島の歴史・文化を学ぶ施設 

・自然再生エネルギー研究施設 

・大島の農産物研究施設 

・石油産出事業研究施設 

◆スポーツ関連の施設 

・合宿施設 

 

 

公園施設について 

・駐車場は数ヶ所に設置 

・トイレも分散して設置 

・照明、ベンチを設置 

 

公園区域や公園づくりのすすめ方について 

◆ご遺族の意向を反映する 

◆管理について 

・維持管理費のかからない施設整備 

・管理費のかかる芝生や草花は少なく 

・いろいろな人の管理への参画 

◆みんなでつくる 

・スケートボードパークを安全に使うためのル

ールづくり 

・ターザンロープやツリーハウスをつくる 

・植樹イベントなどで公園をつくり続ける 

・カフェなどの経営者の募集 

◆公園の名称を募集 

・暗いイメージの名前にしたくない 

◆モニュメントのデザインを公募 

◆公園区域について 

・被害の多かった下流も公園区域に 

・周辺との連携、一体的な活用 

 

※被災した場所をそのまま保存するかどうかについて

は被災者のお考えを踏まえ検討します。 

 

慰霊・鎮魂・伝承・メモリアル・防災教育 

・慰霊碑 

・献花台等祈りの場所 

・被災場所の「しるし」 

・シンボル的な樹木、災害で残った樹木の保存 

・被災の展示 

・石碑、モニュメント 
（シンプルで大きすぎないもの） 

・高台から見渡して全体を感じる場所 

・語り部、語り継ぎツアー 

・崩壊した場所の保存※ 

 

運動やスポーツ 

・ニュースポーツ広場 

・多目的広場 

・何にでも使える芝生広場 

・散策道、ランニング、ジョギング、 

ウォーキングコース 

・テニスコート 

・総合グラウンド、スポーツセンター 

・ドッグラン 

・キャンプ場、バーベキュー場 

 

 

地域振興につながるにぎわい施設 

・野外ステージ、イベントステージ（屋根付き） 

・イベントのできる広場 
 （テント、水道、太陽光発電、舗装等） 

 
大島らしい花や緑の景観 

・お花見のできる広場、様々な種類のサクラ 

・ツバキ、ツツジ、サクラ、アジサイ、マツ 

・植物園のような豊かな緑 

・樹木での防風、森林浴のできる緑地、散策道 

・花畑、花壇、広がりのある景観 

・植樹祭 

・自分の木、植樹ツアー 

 

■今後、町民のみなさまと考えること、 
公園をつくり続けること（赤塗り部分のご意見） 

検討分科会では、町民のみなさんの参画で公園をつく

り続けたい、というご意見もたくさん頂きました。 

・スケートボードなどニュースポーツができる場所を

安全に利用するためにどのようなルール（例えば、

防具着用、保険加入等）が必要で、どのように運営

すれば良いか？ 

・植樹イベントや花壇づくり等、みんなで花や木を植

える活動をどのように実現できるか？ 

・公園の名称やモニュメントのデザインを公募しては

どうか。 

な 
・大島の復興のイメージにつながる公園にしてほしい。 

・ご遺族の意向を踏まえた公園計画をすべきである。家の跡地の「しるし」などの検討をしてほしい。 

・三原山の景観や大島の植生を考慮してほしい。 

・若者が楽しく利用して、災害を伝え続けていける公園にしてほしい。 

・施設の運営方法についての検討をしてほしい。 

・管理運営費の負担が心配。建築物はシンプルで管理の容易なものを検討してほしい。 

・公園の安全管理、排水、塩害対策を考慮した計画をしてほしい。 

・アクセス方法を検討してほしい。 

第 1回大島町議会 

検討分科会 

（10月 9日） 
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3．現況の整理 

  

＜敷地分析図（敷地拡大図）＞ 

・東側端部は計画地の中で最も標高の高い位置とな

ります。公園全体や海への眺望に優れていることか

ら、祈念や慰霊に適している場所です。 

・主要な入口から近く、平坦な空間が大きく確保できる場所

であることから、日常的な広場利用や団体で行うスポーツ、

多様なニュースポーツ等の利用が楽しめる場所として適し

ています。 

 

・公園の中央であり、公園の

各敷地への連携も取りや

すいことから、パークセン

ターの設置に適している

場所です。 

・平坦な空間が大きく確保できるとともに

公園の中央に位置することから、象徴的な

広場となります。 

・パークセンターと一体的な利用も可能な

ため、幅広い利用が期待できます。 

・新設町道が整備されることにより、元町からメモリアル公園まで約 900m の

アクセスしやすい動線が確保され、公園への利便性が高まります。 

・公園敷地と新設町道の交点は、元町からのアクセス性に加え、祈りの広場を見

上げる景観にも優れているため、メモリアル公園の主要な入口として適してい

る場所です。 

・大島一周道路から三原山登山口へつながる御神火スカイラインと

メモリアル公園との最初の交点は、観光客にもわかりやすい入口

といえます。火山博物館や八重沢堆積工と近い場所になるため、

観光や防災学習ルートの集合場所として適しています。 

・平坦な空間が確保できる場所であることから、小規模なイベント

にも適している場所です。 

 

・緩やかな勾配から急な勾配となっ

ているため、地形に合わせた多様な

利用が可能な場所です。 

・主要な入口から近く、日常の散歩や

多様な子どもの遊び場として適し

ている場所です。 
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第 3回検討分科会のご意見 考え方 
計画 
反映 

今後 
検討 

鎮
魂
・
祈
り
の
場 

祈りの広場 

1．慰霊祭等ができるよう、もう少し広くして欲しい。 ・今年実施した慰霊祭の参加人数を考慮し、500㎡とした。 ●  

2．献花台や慰霊碑が欲しい。 
・設置する。 
・モニュメントは公募などで募集し、実施設計で反映させる。 

● ● 

3．慰霊祭等のイベントを行っている際、急な雨をしのげる場所が欲しい。 
・日常時の対応として、あずまやを設置したプランとする。 
・イベント時は、日程を変更するなどソフト面で事前に対策する。 

● ● 

4．モニュメントはデザインを公募して、大島らしい公園のシンボルにしたい。 ・2と同様。  ● 

5．モニュメントは大きすぎないものがよい。 ・2と同様。  ● 

6．見晴らしが良い場所で海を見ながら祈る場にしたい。 ・祈りの広場の一部に張り出しデッキを設け、景色も楽しめる場とする。 ●  
7．物が少ないシンプルな場所にしたい。 ・必要最低限の施設を設置する。 ●  

伝承の路 
8．被災者の方の気持ちを中心に考えて、被災したことを忘れないための「しるし」
（慰霊碑等）を検討して欲しい。 

・被災者の気持ちを優先的に考慮し、伝承の路には「しるし」のようなものは入れない。 
・家跡に植樹するか否かは地権者および遺族の方の意向を踏まえる。 

●  

メモリアル 
プロム 
ナード 

9．解説板等を設置して欲しい。 ・どのような解説板をいくつ程度設置するのか町と協議の上、決定する。 ●  

10．祈りの広場との役割分担を考えるべき。 ・園路線形の見直しを行う。 
・プロムナードという名称は削除する。 

●  
11．プロムナードが広場を分断している。 

樹林の路 12．ツバキやオオシマザクラ等大島らしい植栽がよい。 
・樹林の路に限らず、全体計画として大島の固有種、準固有種を優先的に利用した植栽計画を
作成する。 

●  

交
流
の
場 

サクラ広場 

13．大島には意外とお花見ができる場所がないので、広場を広くしてお花見ができ
る場所にしたい。 

・中央広場にもサクラを配置し、花見ができる場を確保する。 ●  

14．オオシマザクラ以外にも開花時期が異なるいろいろな品種のサクラを植えて
長くお花見を楽しみたい。 

・大島での適性を考慮し、配置を予定する。 ●  

15．サクラは花の時期が短く管理が大変なので、ツバキ等の植栽もしては 
どうか。 

・全体計画として季節ごとに花を楽しめる植栽計画を作成する。 ●  

交流の場 
16．イベントのできる施設整備が必要（屋根付きステージ、テント、水道、コンセ

ント、太陽光発電、舗装した広場等）。 
・必要なイベント規模に応じた施設を配置する。 ●  

多
目
的
広
場
・ 

遊
び
の
場 

多目的広場 
17．スケートボードやボルダリングができる施設が欲しい。 ・スケートボードなど、多目的スポーツが可能な空間を確保する。 ●  
18．多目的広場から祈りの広場への見通しをよくして、モニュメントが見えるよう

にして欲しい。 
・高木などの配置を工夫し、見通しを確保する。 ●  

遊びの 
エリア 

19．島内の子どもだけでなく、島外の子どもも大人も高齢者もいっしょに楽しめる
場所にして欲しい。 

・今後、ソフト面で対応する（季節ごとのイベント開催など）。  ● 

20．遊んでいる子どもを、大人が見守るベンチ等も欲しい。 ・ベンチを設置したプランとする。 ●  
21．斜面を利用した遊びや長いすべり台等、話題になるような楽しい遊具がよい。 ・斜面を利用したすべり台を設置したプランとする。 ●  

ジョギング 
コース 

22．街からの健康エクササイズコース、献花台往復コース等徒歩で楽しく公園に来
る仕掛けがあるとよい。 

・ジョギングコースを計画している（体力に応じたコースを設定）。 
・街からのアクセスは今後、町全体で検討する。 

● ● 

そ
の
他 

維持管理 

23．公園が完成した後、きれいに管理できるかが心配。 ・管理運営面を考慮し、“花のテラス”をなくし花木の間を散策できるエリアを広げた。 
・公園全体の管理運営については、中高生に向けたアンケートで、ボランティアに対する意識
が高かったことから今後、全体メンテナンスのサポートが見込める。 

・芝生のメンテナンスを考慮した品種を計画している。 

● ● 
24．草花や芝生が多いと管理が大変。 

25．樹木や舗装等手間のかからない工夫が必要。 

26．芝生を減らし管理費を削減したい。 

みんなで 
つくり 
続ける 

27．慰霊の小さなモニュメントを毎年増やしていってはどうか。 ・小さなモニュメントを毎年増やすか否かは地権者および遺族の方の意向を踏まえる。  ● 

28．植樹イベントを開催し、みんなで植樹を続けながら公園を完成させていく。 ・町の整備スケジュールに合わせて検討する。  ● 
29．花づくり等みんなが集まる機会があるとよい。 ・今後、ソフト面で対応する。  ● 

30．少しずつ遊具を増やしていって公園をつくっていくのもよい。 ・対応する予定があるか町と協議する。  ● 

31．みんなでターザンロープやツリーハウス等の遊具を作りたい。 ・町で整備する場合、安全基準を考慮する必要がある。  ● 

32．スケートボードパークは小さな規模から、少しずつ広げていってもよい。 
・スケートボードなど、多目的スポーツが可能な空間を確保する。 
・スケートボードパークを設置する場合、拡張は難しい。 

●  

みんなが 
集まる公園
にする 

33．常に公園に人がいて集まれる場所があるとよい。 

・今後、ソフト面で対応する（イベントの開催など）。  ● 
34．気軽に立ち寄れるカフェ、観光案内、飲食等のサービスが必要。 
35．繁忙期だけでも、移動販売車等で飲食店の営業をしてはどうか。 

36．経営者の募集や日替わりのお店番等運営面の工夫で飲食店を実現できないか。 

４．第 3回検討分科会のご意見と対応策 
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5．ご意見を踏まえた計画案 

（１）メモリアル公園計画の基本機能と整備の基本方針（案）  

整備の基本方針（案） 

（検討分科会での意見を踏まえた案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公園を構成する 4つの基本機能 

（公園基本計画より） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

<防災教育機能> 
犠牲者の追悼・鎮魂、災害教訓の伝承 

<地域振興機能> 
大島らしい魅力、島の活性化 

<環境・景観形成機能> 
失った緑の回復、美しい自然景観 

 

<レクリエーション機能> 
世代を問わない憩いの場 

１．鎮魂・祈りの場、災害を伝え続ける 
場づくり 

・災害を記録にとどめ、犠牲者に思いを馳せ

追悼する場をつくります。また、防災教育

にも役立てるようにします。 

・被災された方の気持ちを大切にした施設配

置とします。 

２．大島らしい景観づくり 

・メモリアル公園にふさわしい落ち着きを感

じさせる景観をつくります。 

・大島らしい景観づくりのため、要所にはツ

バキやオオシマザクラ等の植物や特徴ある

火山岩などを用います。 

３．みんながつどい、憩える場づくり 

・世代を問わず、多くの町民や観光客がつど

い憩える広場や施設を整備します。 

 

検討分科会で議論された新たな視点 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

<維持管理> 
適切に維持管理できる公園 

<住民参画> 

住民が愛着を持って使える公園 

 

１．維持管理を考慮した施設規模、施設内容 

・建築施設や植栽は、将来にわたる維持管理

を考慮して整備します。 

 

２．みんなでつくり続ける 

・利用のルール、維持管理等、町民と協働で

つくり続ける公園とします。 

<防災教育機能> 

防災-1：公園東側の祈りの広場は、追悼式典が行える広さを確保し、家跡にはサクラを植樹します（被

災者および遺族の意向を踏まえて）。また、大金沢堆積工を見学する防災教育の場としても利

用します。 

防災-2：公園の西側は、火山博物館や八重沢堆積工と近い場所になるため、観光や防災学習ルートの

集合場所として利用できます。  

<地域振興機能> 

地域-1：公園の中心部分にある中央広場では、町の人々が集まる大規模なイベント開催が期待できま

す。十月には“ジュウガツザクラ”、春には”オオシマザクラ”等、象徴となる広場にします。 

地域-2：公園の西側では、小規模なイベントやコンサート等に利用できます。また、大島産の材料を

使用した石組みを設け、島の自然文化にふれあえる場としても利用します。 

<環境・景観形成機能> 

環境・景観-1 から 3：大島の固有種、準固有種を優先的に活用し、大島らしい植物を配置します。 

<レクリエーション機能> 

レク-1：メインエントランス左側には、多目的広場やスポーツ広場を設置します。日常的に町の人々

が利用し、活発に交流をすることが期待できます。 

レク-2：メインエントランス右側には、斜面遊具やアスレチック等の大規模な遊具や健康遊具を設置

し、子どもからお年寄りまで楽しめる空間とすることで、多くの世代の人々がつどい、交流

することが期待できます。 
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幹線園路：管理車両通行可      歩行者のみ通行可       

幅員が広く、３人以上で歩ける周回園路です。車椅子のす

れ違いも可能でジョギングにも適しています。 

支線園路： 

2 人程度が並んで歩ける園路です。車椅子のすれ違いも可能

でジョギングにも適しています。 

散策路 ： 

2 人程度が並んで歩ける園路です。 

出入口 

連絡路 

駐車場 

休憩所 

トイレ 

 

（2）大島町メモリアル公園計画平面図（案） 
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（３）それぞれの空間のイメージ 
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◆考えかた 
・公園全体を見渡せる場所を、災害によって犠牲になった方を
追悼し思いをはせる場所にします。 

・追悼の意も込めた野の花などが見られる“路”や、大島の豊
かな自然を感じながら静かに散策できる樹林を整備します。 

◆施設内容 
・祈りの広場 
（慰霊碑（モニュメント）、献花台、展望デッキ等） 

・伝承の路（花壇、散策道） 
・樹林の路（樹林地、散策道） 
・トイレ 
・休憩施設（あずまや） 
・駐車場（マイクロバスの駐車も可能）、駐輪場 

◆植栽のイメージ 
・伝承の路：スイセン、ムスカリ、チューリップ、ユリ、ヒガンバナ 
・樹林の路：オオシマザクラ、オオバエゴノキ、スダジイ、タブノキ、ツバキ 

（手前にツバキなどの花木、背景に常緑樹の緑を配置する構成） 

◆使い方のイメージ 
・祈りの広場で追悼式典 
・気軽に立ち寄って、献花や追悼 
・美しい花の路や樹林地をお祈りの後に
散策 

・展望デッキから町を眺める 
・日常的な掃除や月命日等の献花
（町民のみなさんの協力） 
・花壇の管理（町民のみなさんの協力） 

主な施設：祈りの広場・伝承の路・樹林の路 

①鎮魂・祈りの場 

伝承の路２ 

主な施設：パークセンター（管理棟）・ 
中央広場・多目的広場 

②学びと伝承の場 

◆考えかた 
・家屋跡地に配慮し、被災前の土地の記憶を継承します。 
・公園の中心にパークセンターを配置し、公園全体の管理、
案内機能を担います。 

 
◆施設内容 
・パークセンター（管理棟：事務室、トイレ、倉庫） 
・中央広場 
・多目的広場 
・解説板（災害前の様子、災害の概要、復興の経緯、防災施設について等） 
・休憩施設（あずまや） 
・駐車場、駐輪場 
 
◆植栽のイメージ 
・中央広場：オオシマザクラ、ジュウガツザクラ 

◆使い方のイメージ 
・パークセンター（管理棟）で公園の総合案内 
・災害などの展示、語り部による解説、
ボランティアなどの会議 

・解説板で災害について学べる 
・砂防施設（大金沢本川堆積工、導流堤）
の見学と防災教育 

・園路を利用した散策、ジョギング 
・広場を遠足時に利用 
・中央広場でにぎわいイベントなど 
・多目的広場でゲートボールや軽スポーツ等 

休憩施設 

作成中 

伝承の路１ 

祈りの広場 

中央広場 

多目的広場 
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◆考えかた 
・町民の方が気軽に集まったり、楽しんだりできる場所にし
ます。これにより災害のことをいつまでも忘れずに、伝え
ていくきっかけにします。 

・森や斜面地を利用して、楽しく遊べる場所にします。子ど
もから大人まで多世代が交流し、つどう空間にします。 

 
◆施設内容 
・メインエントランス 
・スポーツ広場 
・アスレチック遊具 
・斜面遊具 
・複合遊具 
・トイレ 
・休憩施設（あずまや） 
・駐車場、駐輪場 
 
◆植栽のイメージ 
・メインエントランス： 
オオシマザクラ、ガクアジサイ、ジュウガツザクラ、ツバキ 

 
◆使い方のイメージ 
①スポーツを楽しむ 
・気軽にジョギングやウォーキングを楽しむ 
・ウォーキング教室など健康づくりの教室やイベントで利用する 
・大島で開催される様々な大会 
（ウルトラランニング、トライアスロン、カメリアマラソン等）の練習場所 

②ニュースポーツを楽しむ 
・スポーツ広場の使い方についてはルール作りが必要 
＜使い方の例＞ 
スケートボード、インラインスケート、ＢＭＸ、バスケットボール（３on３）、 
壁打ちテニス等 

③子どもと遊ぶ 
・遊具や広場で遊ぶ 
・平日に親子で遊ぶ 
・保育園や小学校の遠足で利用する 
・週末に家族で遊ぶ 
④イベントをする 
・メインエントランスと斜面地を野外コ
ンサート、地元の子どもたちの演奏会
等で利用する 

主な施設：メインエントランス・つどいの森・ 
スポーツ広場 

③憩いと交流の場 

◆考えかた 
・静かにゆっくり過ごせる自然文化の場にします。 
・大島特有の火山岩などを配置し、その間に大島らしい樹木、
草花を植栽します。大島の特徴を盛り込んだ“園”に、島内
外の人々が集まり、自然や文化にふれあえる空間にします。 

・防災施設見学路の出発点であり、防災学習の集合場所とし
て利用します。 

 
◆施設内容 
・サクラ広場 
・ロックガーデン 
 （大島産の火山岩などを使用した石組みや景石） 
・森の散策路 
・トイレ 
・休憩施設（あずまや） 
・駐車場、駐輪場 
 
◆植栽のイメージ 
・大島の固有種を活用し、大島の植物を楽しめる 
・サクラ広場：オオシマザクラ、カンヒザクラ、ジュウガツザクラ 
・ロックガーデン：オオシマハイネズ、オオバエゴノキ、ガクアジサイ、 

ツバキ、ツワブキ、モミジ 
 
◆使い方のイメージ 
・防災学習をする 
・サクラ広場でお花見する 
・森の中を散策する 
・大島の植栽について学ぶ 
・ロックガーデンで写真撮影 

主な施設：サクラ広場・ふれあいの園 

④自然文化の場 

メインエントランス 

複合遊具 ロックガーデン（石組み） 

 

森の散策路 

ロックガーデン（景石） 

 


